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昨
年
は
東
京
土
建
結
成
70
周
年

で
し
た
。
歴
史
の
教
訓
に
学
ぶ
と

と
も
に
、
「
総
合
5
カ
年
計
画
」

の
実
践
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
11
月
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
1
万
人
を
超

す
仲
間
と
家
族
が
楽
し
く
交
流
で

き
ま
し
た
。
71
年
目
の
今
年
は
、

気
持
ち
も
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
発
揮
し
て
、
未
来
を
展
望
す

る
新
し
い
運
動
を
構
築
す
る
た
た

か
い
に
臨
む
も
の
で
す
。

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状

況
に
は
三
つ
の
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
つ
に
は
、

社
会
保
険
適
用
の
促
進
に
よ
っ
て

事
業
所
の
仲
間
が
大
き
く
増
え
た

こ
と
で
す
。
二
つ
目
に
は
、
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
す
。
三
つ
目

に
は
、
憲
法
を
変
え
る
動
き
が
本

格
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

建
設
産
業
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。
2
0
2
0
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
た
首
都
圏
大
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
犠
牲

に
新
国
立
競
技
場
、
選
手
村
現
場

で
2
人
の
若
者
が
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
仲
間
の
命
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
よ
う
な
労
働
実
態
は
、
断
じ

て
許
せ
ま
せ
ん
。
東
京
土
建
は
現

場
対
策
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は

運
動
で
よ
り
よ
く

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
が
こ
の
秋
ま
で

に
は
本
格
導
入
さ
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
で
低
賃
金
と
権
利
が
明
確
で

な
い
現
在
の
建
設
産
業
を
変
え
て

い
く
、
一
つ
の
仕
組
み
と
道
具
を

手
に
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
不
十
分
で
改
善
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
運
動
で

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

組
織
づ
く
り
で
は
、
土
建
国
保

と
共
済
制
度
を
守
り
な
が
ら
、
切

実
な
相
談
ご
と
に
対
応
し
て
、
つ

な
が
り
を
強
め
、
仲
間
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
と
く
に
青
年
と
後
継
者

層
、
事
業
所
の
仲
間
の
結
集
に
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
組
織

の
拡
大
強
化
に
最
大
限
の
力
を
注

ぐ
も
の
で
す
。
昨
年
は
1
・
25
％

の
増
勢
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も

実
増
1
％
以
上
の
目
標
を
掲
げ
ま

す
が
、
12
万
人
回
復
め
ざ
し
て
着

実
な
前
進
を
は
か
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

安
倍
政
権
は
防
衛
費
予
算
を
6

年
連
続
で
伸
ば
し
な
が
ら
も
社
会

保
障
制
度
を
毎
年
切
り
刻
み
、
消

費
税
は
来
年
に
10
％
へ
増
税
、
そ

し
て
ズ
サ
ン
な
調
査
で
強
行
し
よ

う
と
し
た
長
時
間
労
働
を
野
放
し

に
す
る
「
働
か
せ
方
改
革
」
も
完

全
に
は
断
念
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
憲
法
9
条
を
空
文
化
す
る
こ

と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
を
と

っ
て
も
国
民
の
命
と
暮
ら
し
、
平

和
に
、
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す

も
の
ば
か
り
で
す
。
悪
政
を
変
え

る
た
た
か
い
に
全
力
で
立
ち
向
か

い
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
心
苦
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
本
部
費
の
1
0
0
円

引
き
上
げ
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

運
動
前
進
の
た
め
の
財
政
基
盤
を

つ
く
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
代
議
員
の
み
な
さ
ん
。
2
日

間
の
大
会
で
は
積
極
的
、
建
設
的

な
討
論
を
さ
れ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
て
、
本
部
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

松丸一雄委員長

東
京
土
建
は
昨
年
、
結
成
70
年
を
迎
え
、
団
結
し

て
組
織
の
拡
大
強
化
、
産
業
課
題
と
生
活
を
支
え
る

課
題
と
し
て
「
総
合
5
カ
年
計
画
」
中
間
年
を
実
践

し
、
野
党
共
闘
や
脱
原
発
に
取
り
組
む
市
民
運
動
な

ど
と
連
携
を
は
か
り
、
平
和
と
憲
法
9
条
を
守
る
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

産
業
対
策
の
分
野
で
は
、
新
国
立
競
技
場
前
で
の

早
朝
現
場
宣
伝
を
繰
り
返
し
、
賃
金
引
上
げ
と
労
災

根
絶
、
公
契
約
条
例
制
定
の
運
動
を
す
す
め
、
仕
事

確
保
で
は
防
災
減
災
や
住
宅
デ
ー
な
ど
の
地
域
活
動

と
共
同
受
注
体
制
づ
く
り
の
具
体
化
、
リ
フ
ォ
ー
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
協
議
会
（
リ
カ
コ
）
の
活
動
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
被
害

者
・
補
償
基
金
制
度
の
創
設
を
求
め
た
ア

ス
ベ
ス
ト
裁
判
闘
争
で
は
神
奈
川
・
東
京

で
の
高
裁
判
決
で
見
事
、原
告
が
勝
訴
し
、

国
の
断
罪
と
製
造
企
業
の
責
任
が
明
確
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
技
術
セ
ン
タ
ー

講
習
と
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
・
訓
練
者

数
も
大
幅
に
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

仲
間
と
家
族
の
生
活
支
援
の
取
り
組
み

で
は
、
毎
月
定
例
の
宣
伝
と
署
名
行
動
や

学
習
活
動
を
す
す
め
、
地
域
団
体
と
と
も

に
消
費
税
引
き
上
げ
と
大
衆
増
税
止
め

よ
、
社
会
保
障
制
度
拡
充
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
の
運
動
を
全
都
で

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
国
保
育
成
強

化
で
は
、
大
衆
行
動
の
前
進
に
よ
り
現
行

水
準
を
確
保
し
ま
し
た
。
共
済
制
度
で
は
、
火
災
・

地
震
・
自
転
車
共
済
の「
生
活
丸
ご
と
安
心
パ
ッ
ク
」

を
推
進
し
、共
済
と
文
化
活
動
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
年
間
1
万
8
2
0
5
人
、
拡
大
率

15
・
98
％
の
到
達
を
築
き
、組
織
実
増
1
4
2
4
人
、

実
増
率
1
・
25
％
を
果
た
し
、
目
標
を
達
成
で
き
る

組
織
力
と
運
動
力
を
高
め
、
産
業
の
多
数
派
形
成
と

拡
大
運
動
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
北
朝
鮮
周
辺
で
軍
事
演
習
を
展
開
す

る
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
称
賛
し
、
日
米
軍

事
同
盟
の
強
化
と
自
衛
隊
合
憲
の
改
憲
発
議
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
「
働
き
方
改
革
」
と
称
し
労
働
者
の

権
利
の
骨
抜
き
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
建
設
産
業
で

は
ゼ
ネ
コ
ン
・
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
史
上
最
高
益
を

更
新
し
な
が
ら
、
過
酷
な
無
権
利
労
働
を
ま
ん
延
さ

せ
、
入
職
3
年
以
内
の
離
職
率
は
5
割
を
超
え
、
若

手
技
能
者
不
足
は
深
刻
で
す
。

東
京
土
建
は
今
年
度
71
年
目
に
入
り
、
新
た
な
気

持
ち
で
建
設
従
事
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
、
社

会
的
地
位
向
上
へ
団
結
し
て
立
ち
向
か
い
ま
す
。
産

業
の
民
主
的
な
転
換
め
ざ
し
、
攻
勢
的
に
立
ち
向
か

う
「
総
合
5
カ
年
計
画
」
の
後
期
2
年
の
実
践
を
す

す
め
、
仲
間
と
家
族
の
く
ら
し
を
側
面
的
に
支
え
る

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
と
生
活
に
も

と
づ
い
た
要
求
実
現
の
た
め
に
組
織
建
設
を
大
き
く

前
進
さ
せ
ま
す
。

産
業
対
策
の
課
題
で
は
、
技
能
と
賃
金
額
が
連
動

す
る
欧
米
な
み
の
産
業
改
革
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
み
、
意

義
の
学
習
と
組
合
の
窓
口
登
録
の
準
備
を
開
始
し
ま

す
。
「
請
求
・
要
求
・
交
渉
・
獲
得
・
賃
上

げ
・
適
用
」
の
総
合
的
運
動
で
処
遇
改
善
、

社
会
保
険
対
策
と
公
契
約
条
例
制
定
の
促

進
、
事
業
所
経
営
支
援
策
を
す
す
め
ま
す
。

職
域
を
守
る
運
動
で
は
、
仕
事
の
掘
り
起
し

と
減
災
防
災
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
動
、
受

注
と
リ
カ
コ
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
職
業
病

対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
闘
争
を
推
進
し
、

担
い
手
育
成
と
技
術
対
策
活
動
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

仲
間
と
家
族
の
生
活
を
支
え
、
社
会
保
障

制
度
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
、
建
設
国
保
の
育

成
強
化
と
補
助
の
現
行
水
準
確
保
を
め
ざ
し

ま
す
。
消
費
税
引
上
げ
阻
止
、
大
衆
増
税
反

対
と
納
税
者
の
権
利
を
守
り
、
脱
原
発
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
、
平
和
を
守
る
広
範

な
市
民
運
動
・
労
働
運
動
と
共
同
し
憲
法
を
生
か
す

3
0
0
0
万
人
署
名
を
達
成
し
、
改
憲
を
阻
止
し
ま

す
。
組
織
課
題
で
は
支
部
と
分
会
・
群
の
拡
大
行
動

を
通
じ
て
組
織
力
を
高
め
、
春
秋
の
月
間
目
標
と
年

間
1
％
実
増
を
達
成
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
と
後

継
者
の
結
集
を
重
視
し
、
仲
間
の
助
け
合
い
の
共
済

活
動
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

私
た
ち
、
東
京
土
建
は
現
場
と
業
界
、
地
域
に
お

け
る
多
数
派
結
集
と
、
民
主
的
で
人
が
育
つ
明
る
い

建
設
産
業
の
実
現
、
私
た
ち
の
生
活
と
憲
法
を
守
る

た
た
か
い
に
全
力
を
挙
げ
、
団
結
し
て
奮
闘
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

2
0
1
8
年
3
月
19
日

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

第
71
回
定
期
大
会

求

人

第
７１
回
大
会
宣
言

第
７１
回
大
会
宣
言

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
発
揮
し

未
来
へ
新
し
い
運
動
を
構
築
す
る

新
中
央
執
行
委
員
会

新
中
央
執
行
委
員
会


